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双曲幾何とはユークリッド幾何学における平行線公準を否定した幾何学の１つです。双曲幾何においても、
双曲線関数を用いることによって、ユークリッド幾何の正弦定理や余弦定理に対応する公式が存在します。さ
らに、双曲幾何では他にさまざまな公式が得られます。例えば、すべての角が直角であるような６角形 (直角
双曲６角形)における公式などです。
講演では双曲幾何を実現するモデルを３つ紹介します。一つ目は３次元空間に特殊な内積を入れたミンコフ
スキー空間内の双曲平面モデル、二つ目は単位円の内部に特殊な計量を入れたポアンカレ円板モデル、三つ目
は２次元空間の y 座標が正の部分に特殊な内積を入れた上半空間モデルです。
講演は、双曲幾何における公式を紹介し、主に双曲平面モデルを用いて証明することがメインです。また、
直角双曲六角形の公式を用いて、直角双曲六角形は３つの辺の長さを与えると１つに決定するという面白い性
質が示されることも紹介する予定です。時間があれば複素数平面上で定義される複比 (非調和比)から双曲幾
何に距離を導入する手法についても触れます。
前提知識は高校の数学 III程度です。簡単な線形代数や外積に関する知識もあれば理解しやすいと思います。
大学数学に触れたことがなくても概ね理解できる内容です。お気軽に参加していただけると幸いです。
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